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社説 iki shinpou

深
ま
る
文
化
・
芸
術
の
秋
に

　「
体
育
の
日
」
で
も
あ

る
８
日
は
、「
こ
の
月
冷

寒
次
第
に
つ
の
り
、
露

凝
（
む
す
）
ん
で
霜
と
な

ら
ん
と
す
る
ゆ
ゑ
、
寒
露

と
名
づ
く
」
と
さ
れ
る

二
十
四
節
気
の
一
つ
の

「
寒
露
」
で
、こ
れ
ま
で
「
体

育
の
日
」
に
ち
な
ん
で
市

内
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た

運
動
会
行
事
は
21
日
市

民
体
育
大
会
で
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
る
。

　
壱
岐
で
も
多
く
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
世

界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
の
豊
嶋
泰
嗣
氏
の
リ

サ
イ
タ
ル
が
先
日
、
小
倉
で
開

催
さ
れ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

聴
き
に
行
っ
て
き
た
が
、
彼
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
１
７
１
９
年

製
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
ト
ラ
デ
ィ

バ
リ
ウ
ス
）
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ

る
音
楽
の
ま
ろ
や
か
で
良
く
通

る
響
き
、
時
に
心
揺
ら
す
よ
う

な
艶
の
あ
る
音
色
、
伴
奏
の
藤

田
雅
さ
ん
が
弾
く
ピ
ア
ノ
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
素
晴
ら
し
く
、
豊

嶋
氏
の
音
楽
の
豊
か
さ
、
大
き

さ
に
包
ま
れ
る
感
動
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

　
い
よ
い
よ
季
節
は
秋
本
番
、

文
化
・
芸
術
の
秋
も
前
奏
を
終

え
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
の
幕
が
開

く
。
さ
っ
そ
く
５
日
に
は
、
芦

辺
町
、
一
支
国
博
物
館
の
「
し

ま
ご
と
芸
術
祭
」
が
、
世
界
を

ス
テ
ー
ジ
に
活
動
を
展
開
す
る

画
家
の
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
・
ス

キ
ャ
ル
シ
ャ
フ
ィ
キ
氏
と
書
道

家
の
小
林
芙
蓉
さ
ん
の
、
古
事

記
編
纂
１
３
０
０
年
を
テ
ー
マ

と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を

展
示
す
る
「
絵
と
書
二
人
展
」

（
28
日
ま
で
）
が
始
ま
り
、
季

節
と
同
様
に
文
化
・
芸
術
の
秋

の
彩
も
、
こ
こ
壱
岐
の
島
で
も

深
ま
り
、
子
ど
も
ら
の
学
習
発

表
会
、
島
内
あ
ち
こ
ち
の
神
社

の
祭
り
な
ど
、
文
化
行
事
が

次
々
と
催
さ
れ
る
。

　
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
本
市
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
最

高
の
も
の
と
な
ろ
う
壱
岐
文
化

協
会
・
文
化
祭
が
、
来
月
17
日

に
は
、
公
募
し
た
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
の
入
選
作
品
発
表
や
文
化

講
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

文
芸
祭
、
翌
18
日
に
は
ホ
ー
ル

の
大
舞
台
で
コ
ー
ラ
ス
や
詩
吟
、

大
正
琴
の
発
表
な
ど
あ
る
芸
能

祭
、
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３

日
間
、
第
56
回
市
美
術
展
覧
会

が
、
「
わ
れ
ら
み
な
主
役
」
と
開

催
さ
れ
、
作
品
展
で
は
出
品
者

や
応
募
者
の
力
作
、
舞
台
発
表

で
は
こ
の
１
年
間
の
稽
古
の
成

果
が
そ
れ
ぞ
れ
に
披
露
さ
れ
る
。

　
壱
岐
が
輩
出
し
た
芸
術
家
の

ひ
と
り
、
声
楽
家
の
市
山
惠
一

さ
ん
の
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

が
11
月
10
日
午
後
６
時
半
か

ら
、
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
オ
ペ
ラ
ら
の
名
曲
か

ら
や
日
本
歌
曲
、
イ
タ
リ
ア
歌

曲
な
ど
歌
う
。
と
て
も
楽
し
み

な
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。

　
感
動
、
喜
び
、
慰
め
、
安
心
、

共
感
―
、
文
化
・
芸
術
は
本
当

に
い
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
小
手
先
で
つ
く
ら
れ
た

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
深
く

人
間
性
に
根
差
し
、
そ
こ
か
ら

に
じ
み
出
て
く
る
よ
う
な
味
わ

い
、
表
現
な
ど
観
じ
ら
れ
る
、

い
わ
ば
本
物
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
招
聘
す
る
側
、
演

奏
や
作
品
を
提
供
す
る
側
は
も

ち
ろ
ん
、
聴
く
・
観
る
側
に
も

望
ま
れ
て
い
よ
う
。
共
に
育
つ

関
係
性
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
さ

て
お
き
、
こ
の
期
間
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
、

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
た
い
。

参
加
者
を
募
集
中

第
14
回
一
支
國
卓
球
大
会

勢揃いした選手たち

対
馬
・
厳
原
が
Ｖ

石
田
で
小
学
生
の

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

◎
工
事
入
札

第
20
回
大
会
の
出
場
チ
ー
ム
募
る

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

改
正
離
島
振
興
法
に
期
す
る（
下
）

全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長

白
川
博
一 

壱
岐
市
長

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

○
お
た
ん
じ
ょ
う

慶
　
　
弔

（
１
日
～
８
日　

届
け
出
分
）

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド【
14
日
】

スタートした女子の部

男子郷ノ浦Ａ，女子芦辺Ａが優勝
各校の代表が健脚を競う

24 年度市中体連・駅伝大会
会
長
杯
壱
岐
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権

11
月
4
日
、
大
谷
コ
ー
ト

　
本
市
中
学
校
体
育
連
盟
（
会

長
・
植
村
英
生
勝
本
校
長
）
主

催
の
市
中
体
連
駅
伝
競
走
大

会
が
４
日
、
石
田
町
、
筒
城

ふ
れ
あ
い
広
場
周
回
の
特
設

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
第
49
回

大
会
と
な
る
男
子
は
6
区
間

20
・
４
㌔
、
第
32
回
大
会
の
女

子
が
13
・
3
㌔
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
健
脚
を
競
い
合
あ
っ
た
。

　
男
子
は
郷
ノ
浦
Ａ
が
１
時
間

８
分
44
秒
の
タ
イ
ム
で
、
女
子

は
芦
辺
Ａ
が
48
分
55
秒
で
優

勝
、
準
優
勝
は
男
子
が
石
田

Ａ
、
女
子
は
郷
ノ
浦
Ａ
。
３
位

は
、
男
子
・
勝
本
Ａ
、
女
子
・

勝
本
Ａ
。
　
　

　
区
間
賞
は
、
男
子
は
▽
１
区

４
㌔
、
13
分
07
秒
＝
崎
長
雅

史
（
郷
Ａ
３
）

▽
２
区
３
・
１

㌔
、
10
分
16
秒

＝
吉
田
裕
矢

（
同
）
▽
３
区

同
10
分
34
秒
＝

山
口
祐
介
（
郷

Ｂ
３
）
▽
４
区

同
10
分
26
秒
＝

平
間
千
広
（
郷

Ａ
３
）
▽
5
区

同
、
10
分
53
秒

＝
益
川
洋
武

（
同
）
▽
６
区

４
㌔
、
13
分
26

秒
＝
竹
原
優
也

（
郷
Ａ
２
）。

　
女
子
は
▽
１

区

３
・
１

㌔
、

11
分

04
秒
＝

新
＝
加
藤
浩
美

（
勝
Ａ
２
）
▽

２
区
２
・
３
㌔
、

７
分
59
秒
＝
新

＝
益
川
波
未
瑠

（
郷
Ａ
１
）
▽

３
区
２
・
４
㌔
、

８
分
55
秒
＝
松

永
春
希
（
芦
Ａ
２
）
▽
４
区
２
・

３
㌔
、
８
分
17
秒
＝
熊
谷
萌
（
郷

Ａ
３
）
▽
５
区
３
・
２
㌔
＝
市

山
璃
奈
（
同
１
）

　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
（
藤

嶋
光
信
会
長
）
主
管
の
第
24

回
会
長
杯
・
壱
岐
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
県
大
会
が
11
月
４

日
午
前
９
時
か
ら
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

開
か
れ
る
。

　
経
験
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
、
参
加
申
し
込
み
は

大
会
当
日
の
午
前
８
時
45
分
ま

で
に
会
場
受
け
付
け
で
済
ま

せ
る
。
参
加
料
は
一
般
１
人

１
０
０
０
円
。
高
校
生
５
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
同
連
盟
・

小
金
丸
悟
理
事
長
（
電
話
45
―

４
７
２
７
ま
た
は
携
帯
０
９
０

―
８
２
９
７
―
３
５
６
６
）

へ
。

　
小
学
生
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
・
第
３
回
「
ア
イ
ラ
ン
ド
カ
ッ

プ
玄
海
灘
交
流
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
」
が
「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ

壱
岐
・
対
馬
予
選
」
を
兼
ね
て

６
日
午
前
９
時
か
ら
、
石
田

町
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

　
対
馬
か
ら
は
、
厳
原
と
久
田

（
く
た
）
の
2
チ
ー
ム
、
壱
岐

の
１
チ
ー
ム
の
計
３
チ
ー
ム
が

総
当
た
り
で
行
わ
れ
、
壱
岐
、

久
田
の
両
チ
ー
ム
を
い
ず
れ
も

４
―
０
の
ス
コ
ア
で
破
り
厳
原

が
優
勝
し
た
。
２
位
・
壱
岐
、

３
位
・
久
田
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
会
場
を
芦

辺
町
、
ダ
イ
エ
ー
横
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
移
動
し
て
交
流
戦
が
行

わ
れ
た
。

　
壱
岐
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
（
福
田
豊
治
会
長
）
と

（
財
）
県
社
会
保
険
協
会
主
催

の
第
20
回
壱
岐
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

28
日
午
前
９
時
半
か
ら
、
石
田

町
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
る
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し

て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

普
及
と
促
進
を
は
か
り
競
技
を

通
じ
て
世
代
間
の
交
流
と
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
、
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ビ

ギ
ナ
ー
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
・
フ

リ
ー
▽
ト
リ
ム
・
フ
リ
ー
▽
ト

リ
ム
・
シ
ル
バ
ー
の
計
４
ク
ラ

ス
が
あ
る
。

　
同
連
盟
は
、
市
民
へ
多
く
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
参

加
料
は
１
チ
ー
ム
１
０
０
０

円
。
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は

同
連
盟
事
務
局
・
長
嶋
登
さ
ん

（
電
話
・
47
―
５
６
５
５
＝
自

宅
＝
、
47
―
４
１
１
１
）
へ
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
23
日
午

後
５
時
ま
で
。

　
市
卓
球
連
盟
（
岩
根
雅
洋
会

長
）
の
第
14
回
一
支
國
卓
球
大

会
が
11
月
４
日
午
前
８
時
半

（
集
合
）
か
ら
、
郷
ノ
浦
町
、

大
谷
体
育
館
で
開
か
れ
る
が
、

同
協
会
は
今
月
25
日
ま
で
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
参
加
料
は
中
・
高
校
生

４
０
０
人
円
、
一
般
１
０
０
０

円
。

参

加

は
、

申

し

込

み

用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

む
。
詳
し
く
は
同
連
盟
・
久

原
政
幸
さ
ん
（
電
話
０
９
０

―
４
３
４
６
―
８
８
６
１
、

F
A
X

０
５
０
―
３
１
５
６

―
３
１
７
６
）
へ
。

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

▽
郷
ノ
浦
町
庄
触
、
辻
川
芳
喜

（
亡
父
俊
松
）・
市
社
協
郷
ノ
浦

事
業
所
、
庄
南
部
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
勝
本
浦
、
小
畑
義

雄
（
亡
母
マ
ツ
エ
）
・
市
社
協

勝
本
事
業
所
、
琴
平
・
鹿
東

老
人
会
へ

▽
勝
本
町
勝
本
浦
、
小
西
照
夫

（
亡
叔
母
絹
江
）・
市
社
協
勝
本

事
業
所
、
湯
ノ
本
公
民
館
へ

▽
勝
本
町
大
久
保
触
、
中
田
春

實
（
亡
夫
正
人
）
・
市
社
協
勝

本
事
業
所
、
大
久
保
触
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
勝
本
町
坂
本
触
、
中
原
勝
也

（
亡
父
幹
雄
）・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
馬
場
先
公
民
館
へ

▽
石
田
町
池
田
西
触
、
辻
田
進

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
布
川
心
春
（
こ
は
る
）
ち
ゃ

ん
／
祐
一
・
新
田
触

【
勝
本
町
】

▽
松
永
一
真
（
か
ず
ま
）
ち
ゃ

ん
／
知
大
・
百
合
畑
触

【
石
田
町
】

●
お
く
や
み

◎
特
筆
す
べ
き
改
正
法
の
内
容

　
改
正
法
は
、
現
行
の
二
二
ヶ
条
に

一
四
ヶ
条
が
新
た
に
付
け
加
わ
っ
て

計
三
六
ヶ
条
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
責
務
規
定
や
所
管
七
大
臣
化
、

離
島
定
住
の
促
進
な
ど
が
明
記
さ

れ
、
人
流
・
物
流
コ
ス
ト
低
減
に
対

す
る
支
援
策
、
「
離
島
活
性
化
交
付

金
」
の
新
設
、
「
離
島
特
別
区
域
制

度
」
の
検
討
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
ソ
フ
ト
施
策
の
大
幅
充
実
を

図
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
都
道
県
が
作
成
す
る

事
業
計
画
に
も
と
づ
い
て
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
「
離
島
活
性
化
交
付

金
」
に
つ
い
て
は
、
各
離
島
の
事
情

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
施
策
支
援

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
詳

細
な
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
こ
れ
か
ら
政

令
で
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
既
存
の
各

種
事
業
に
加
え
、
離
島
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
新
設
ソ
フ
ト
事
業
に
つ

い
て
も
、
政
令
へ
の
記
載
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
年
度
の
予
算

措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
各
種
事
業
に

法
的
根
拠
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
予
算
確
保
が
よ
り
確
実
な
も
の

と
な
る
は
ず
で
す
。
　

　
ま
た
、
「
離
島
特
別
区
域
制
度
」

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
制
度
設
計

や
法
制
化
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
離
島
な
ら
で
は
の
制
約

を
取
り
払
う
規
制
緩
和
策
の
実
現
な

ど
、
島
側
か
ら
の
要
望
を
根
底
に
据

え
た
制
度
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◎
改
正
法
へ
の
期
待
と
課
題

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
喫

緊
の
課
題
は
、
住
民
の
意
向
を
踏
ま

え
た
真
に
実
効
性
あ
る
離
島
振
興
計

画
案
の
策
定
で
あ
り
、
ま
た
、
新
法

の
内
容
に
見
合
う
国
家
予
算
の
確
保

に
向
け
た
努
力
で
あ
る
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
離
島
振
興

計
画
案
は
、
来
年
度
か
ら
一
〇
年
間

を
見
据
え
た
離
島
振
興
施
策
の
礎
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
で

計
画
案
策
定
の
際
に
は
離
島
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
、
す
で
に
住
民
と
の
懇
談
な
ど
を

進
め
ら
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各
島
の

実
情
に
即
し
た
独
自
の
振
興
計
画
案

を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で

す
。
離
島
の
置
か
れ
た
苦
境
の
改
善
、

抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
り
、
新
法
の

精
神
を
ふ
ま
え
た
わ
れ
わ
れ
の
創
意

工
夫
と
気
概
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
関
係
都
道
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
市
町
村
計

画
案
を
で
き
る
限
り
尊
重
し
た
計
画

を
策
定
し
、
離
島
活
性
化
交
付
金
計

画
と
合
わ
せ
て
所
管
省
庁
へ
提
出
を

い
た
だ
き
た
い
。
国
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
実
施
を
し
っ
か
り
と

担
保
す
る
事
業
予
算
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
法
の
附
則
に
は
、
「
財

源
の
確
保
に
係
る
検
討
」
「
防
災
機

能
の
強
化
を
図
る
た
め
の
財
政
上
の

措
置
等
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
旨

が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
附
帯
決

議
に
も
、
ソ
フ
ト
事
業
支
援
施
策
の

積
極
的
な
活
用
を
は
じ
め
、
離
島
航

路
・
航
空
路
の
安
定
的
な
支
援
措
置

の
検
討
、
離
島
特
区
制
度
に
関
す
る

新
た
な
法
整
備
の
早
急
な
検
討
な
ど

が
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
関
係
国

会
議
員
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
党
派

を
超
え
た
枠
組
み
を
生
か
し
、
今
後

も
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
心

よ
り
願
う
次
第
で
す
。

◎
本
特
集
の
構
成
に
つ
い
て

　
今
回
の
法
改
正
特
集
で
は
、
ま
ず

国
土
交
通
省
離
島
振
興
課
よ
り
改
正

離
島
振
興
法
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
だ
き
、
続
い
て
与
野
党
実
務

者
会
議
に
参
画
さ
れ
た
議
員
各
位
を

中
心
に
、
各
党
お
一
方
ず
つ
、
改
正

法
成
立
に
至
る
経
緯
と
議
論
の
内

容
、
離
島
振
興
政
策
の
展
望
を
含
め

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
実
務
者
会
議
に
お
け
る

と
り
ま
と
め
役
を
担
わ
れ
た
民
主
党

の
打
越
あ
か
し
離
島
政
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局
長
に
、
改
正
法

各
条
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
概
説
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
、
特
集
末
尾

の
新
旧
対
象
条
文
と
あ
わ
せ
て
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
改
正
法

の
大
要
を
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
離
島
の

実
情
を
ふ
ま
え
た
画
期
的
な
法
制
定

に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
関

係
国
会
議
員
各
位
、
法
制
局
や
国
土

交
通
省
ほ
か
関
系
省
庁
の
方
々
、
関

係
団
体
の
皆
様
、
法
改
正
検
討
会
議

の
有
識
者
各
位
、
そ
し
て
本
法
成
立

を
力
強
く
導
い
て
こ
ら
れ
た
髙
野
宏

一
郎
前
会
長
を
は
じ
め
本
会
会
員
諸

氏
の
積
年
の
ご
努
力
に
対
し
、
あ
ら

た
め
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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